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１．○○○○（章見出し：ゴシック太字12pt）

・章見出しとの間を1行空けて本文を記述する。
・本文のフォント：日本語はMS明朝，英数字はCenturyで
いずれも10ptとする。
・句読点はカンマ（，）と丸（。）とする。

・すべての原稿は，学会所定の雛形（Microsoft Wordファイ
ル）を使用する。
・原著論文・技術報告・研究速報・解説の場合，査読のため，
著者名および所属は投稿原稿からは外し，原稿送付状にの
み記載する。
・謝辞についても査読用原稿からは外すこととする。
・投稿原稿にはページ番号と通しの行番号を付与する。
・ファイル容量は40MBを上限とする。
・原著論文・技術報告・研究速報には，英文概要（要旨）を
付けなければならない。英文概要は100語から200語を
標準とする。和文概要は不要とする。
・章番号は「１，２，３…」，節番号は「1.1, 1.2, 1.3, …」，
項番号は「1.1.1, 1.1.2, 1.1.3, …」とする。ただし，謝辞，
脚注，参考文献には数字をふらない。
―――――――――――――――――――――――――
* 著者1の所属
** 著者2の所属
*** 著者3の所属
原著論文・技術報告・研究速報・解説の場合，査読のため，著者名および所属は投稿原稿からは外し，原稿送付状にのみ記載する。
「写真測量とリモートセンシング」VOL. aa, NO. b, yyyy
・すべての原稿には，原則としてこれに深く関連する参考文
献を当該原稿の末尾に掲載しなければならない。
・日本語原稿の場合，日本語の参考文献を50音順でまとめ
て先に，英語の参考文献を後にアルファベット順で掲載す
る。
・また，同じ著者のものは年代順に，同じ著者の同一年のも
のは引用順に（2000a）などのように，a, b, c…を付ける。
・記載項目は以下の例に従うこととする。なお，本文中に引
用する場合は，著者名，発行年を明記することとする。
・また，著者が3名以上の場合は，「ら」「et. al.」で省略する
（例：赤坂（2000）は…，…としている（Smith, 1987a）。
織田ら（2004）では…，…としている（布施・中西，2012））。
・なおWebページの引用において，著者名の無いものは，
組織名あるいは題目の一部などを記載し，accessした年月
日を明記する。

２．○○○○（前章との間を1行空ける）

・章見出しとの間を1行空けて本文を記述する。
・本文と後続の節見出しの間を1行空ける。

2.1　○○○○（節見出し：ゴシック太字10pt）
・節見出しとの間を空けずに本文を記述する。
・本文と後続の項見出しの間を1行空ける。

2.1.1　○○○○（項見出し：ゴシック太字10pt）
・項見出しとの間を空けずに本文を記述する。
・図および表には図番号等を付ける。
・図番号は図1，図2のように通し番号とする。
・表番号は表1，表2のように通し番号とする。
・図タイトルは図の下，表タイトルは表の上に配置する。
・本文と後続の図の間を1行空ける。








図1　○○（図タイトル：ゴシック10pt，中央揃え）

・図タイトルとの間を1行空けて本文を記述する。
・本文と後続の表の間を1行空ける。

表1　○○（表タイトル：ゴシック10pt，中央揃え）








・表との間を1行空けて本文を記述する。

３．○○○○（前章との間を1行空ける）

・章見出しとの間を1行空けて本文を記述する。
・すべての提出原稿では，原則として国際単位（SI）を用い
る。
・数式は斜体（イタリック体）で記述し，式番号を付ける。
・式番号は(1)，(2)のように通し番号とする。
・本文と後続の数式の間を1行空ける。

　f (x) = a・x2 + b・x + c 　　　　　　　　　　　　　(1)

・数式との間を1行空けて本文を記述する。

４．○○○○（前章との間を1行空ける）

・章見出しとの間を1行空けて本文を記述する。
・掲載が決定した場合に提出する最終原稿に関する留意事項
は次のとおりである。
・査読を経る原稿は，著者名，所属および謝辞は，最終原稿
にのみ記載する。
・原稿は学会所定の雛形（Microsoft Wordファイル）とする。
PDFによる提出は認めない。
・図および表の画像の解像度は，十分認識できるものにする。
・投稿原稿の末尾に著者紹介を掲載することができる。著者
紹介は，著者の経歴，専門分野，資格，実績，所属等を紹
介するものである。掲載する場合には，送付状の規定の欄
に明記の上，別ファイルに作成する（顔写真の掲載も可）。
字数は最大150字とする。
・本文と後続の謝辞の間を1行空ける。

謝　辞（ゴシック太字12pt）

・見出しとの間を1行空けて記載する。
・査読用原稿からは外し，掲載が決定した後に提出する最終
原稿にのみ記載する。
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